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みんなで取り組む地区防災計画
～地域の防災をステップアップ～



本日のお話 地区防災計画の３つの視点

• “地区防災計画”の取り組みは，地域の特徴を活かした支え合いの
仕組みづくり．日頃のあいさつやおつきあいを大切に．

• “地区防災計画制度”は，地域を共にする住民，町内会，自主防災
組織，学校，企業，団体，行政等の連携が目的．取り組む際は多くの
関係者を巻き込むことがポイント．

• “地区防災計画書”は，関わる全ての方が「これだけは！」知っておい
た方が良いことを文書化．文書にすることで明確化され，多くの方に
配る（共有）こともできる．



災害が多発する現代だからこそ未来に残せるものがある

倉敷市防災センター

岩手県宮古市重茂姉吉地区の石碑
1896年（明治29年）の明治三陸地震の教訓

Wikipedia/大津波記念碑

災害対策基本法

津波対策の推進に関する法律
津波防災地域づくりに関する法律

建築物の耐震改修の促進に関する法律



気温は上がり台風が増加
• 日本の年平均気温は、様々な変動を
繰り返しながら上昇

• 長期的には100年あたり1.26℃の
割合で上昇

• 特に1990年代以降、高温となる年
が頻出

• 気象研究所の調査結果；
• 1980年から2019年の過去40年分
の観測データや気象解析データを用い
て、日本に接近する台風の特徴の変化
を調査

• 東京など太平洋側の地域に接近する
台風の数が増加

• 東京では、期間の前半20年に比べて
後半20年の接近数は約1.5倍

• 強い強度の台風（例えば中心気圧が
980hPa未満の台風）に注目しても接
近頻度が増加

• 台風の移動速度が遅くなる傾向
出典：気象庁



確率的地震動予測地図
•今後30年間に震度6弱以上の
揺れに見舞われる確率



治水安全度の向上とリスク認知

平成30年7月豪雨災害 岡山県倉敷市 平成30年7月豪雨災害 愛媛県松山市
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計画づくりの
サポーター

地域コミュニティ

企業

地区防災計画策定の集い

行政

計画策定への
参画

避難のルール
づくり

災害とともに
生きる街づくり

避難所運営のルール
づくり

大学，専門家

防災士等

担い手であり、応援団でありつづける 個々の多様性が活き、継続し続ける

学校，園

防災は誰もが関わることができる共通テーマ



地区防災計画“制度”とは
ボトムアップ型の公的な仕組み
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平成25年災害対策基本法改正と地区防災計画制度

• 地区居住者等は、市町村防災
会議に対して地区防災計画を
定めることを提案することが
できる．

• 市町村防災会議には、提案に
対する応諾義務が課せられて
いる．

出典：地区防災計画ガイドラインに加筆

防災基本計画・・・・

地域防災計画・・・・

地域防災計画・・・・

地区防災計画・・・・



地区防災計画制度の概要
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平成25年災害対策基本法改正と地区防災計画制度
（災対法４２条３項，４２条の２）

平成25年の「災害対策基本法」の改正では、地区におけ
る自発的な防災活動に関する地区防災計画制度が創設され
た．
地区防災計画制度の特徴は、以下の通り．

① 計画提案制度が採用される等ボトムアップ型の計
画

② 地域に詳しい地区居住者等が作成する「地区の特
性に応じた計画」

③ 計画に基づく活動の実践、定期的な評価や見直し、
活動の継続等を重視した「継続的に地域防災力を
向上させる計画」



地区防災計画の取り組みに外せないポイント

• 適切な範囲（広さ）

• 中心的な担い手（組織）の存在

• ただし既存の枠組みにとらわれない

• オープンな議論の場

• 活動・意見交換結果の蓄積と情報共有

• 適度なアクティビティが保たれている

• 女性や子どもの参画がある

• 非日常と日常をつなぐ工夫（視点）がある

防災訓練後にBBQ→そのままお泊り？
里庄町東平井自主防災会

あるものを使う

里庄町殿迫自主防災会

常備食材を使った災害食レシピ

高松市二番丁



復興事業に時間がかかると，地域の活力が失われる恐れがある



片平地区（宮城県仙台市）小坂町落合地区（岐阜県下呂市）

藤川西部地区（愛知県岡崎市）

芳野町地区と大阪府立吹田支援学校（大阪府吹田市）

福瀬地区（宮崎県日向市）

：平成28年度モデル地区

城西地区（岡山県津山市）

向山校区（熊本県熊本市）

二番丁地区（にばんちょう）
[香川県高松市]

成果は内閣府地区防災計画ホームページで公開されている．
http://chikubousai.go.jp/area.php

地区防災計画モデル事業

中島地区（愛媛県松山市）
扇島，水江町地区（神奈川県川崎市）



地区防災計画の取組事例

• 岩手県大槌町&地区
• 地区防災計画制度創設のきっかけとなった事例

• 岡山県津山市城西地区
• ゼロからはじめた地区

• 愛媛県松山市高浜地区，五明地区
• 平成30年7月豪雨で功を奏した取組

地区防災計画の作成事例
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出典：2014年地区防災フォーラム 安渡地区発表資料



岩手県大槌町

安渡地区津波防災計画
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東日本大震災の教訓を次世代に継承するために

出典：2014年地区防災フォーラム 安渡地区発表資料



岩手県大槌町

安渡地区津波防災計画
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安渡町内会防災計画づくり検討会で地区防災計画づくりを開始

出典：2014年地区防災フォーラム 安渡地区発表資料

（１）生存者への避難行動調査

（２）避難行動のルールづくり

• 町内会は，要援護者支援に係わ

る基本任務（率先避難，声掛け，

避難所運営等）と，それを超え

て対応する場合に備えるべき条

件を考えること．

例：支援の時間を限定する

（地震後15分以内を目安）

支援の内容を限定する

それ以上の支援は自己責任で

行うものとし，町内会の任務と

しない など

• 要援護者の家族は，必要な移動

手段の準備や避難訓練への参加

などの一定の自助を行うこと．

要援護者避難支援は，「率先避難，
声掛け」が原則．地震後15分以内で

自宅から避難場所までの経路上で，

自助で玄関先まで来ていれば，「同
伴避難」「車避難」等ができる．



小規模多機能自治×防災

岡山県津山市
城西地区



なぜ計画づくりに至ったか

• まちづくり協議会（３つのテーマ別部会）を中心に地域づくりに取り組んできた

•平成28年11月から内閣府地区防災計画モデル地区に選定されたことにより，
月１回の定例会議を開催．

•災害の状況をイメージできるような教材を使った研修や実働訓練を行っていた．

•防災の取組みを始めたことにより，台風で地域の方がポツリポツリ避難してく
るように

• 「来てもらっても毛布１枚無い」

• 「いつ，誰が，何を決断し，誰が行動するのか」

⇒年1回の実動訓練と図上研修

⇒3年間取り組んできたことをそろそろ文書にまとめたい



初年度 平成２８年度
城西地区の災害課題の把握
第１回

・地区防災計画の概要説明
・「地域で協力したほうがいいこと」
についてのグループ討議

☆第1回会議（H28.12.13開催）の検討結果☆
災害に備え、地域で協力したほうがいいこと
①災害時の町内での役割分担
②災害弱者対策
③災害時の避難ルール
④平時のご近所付き合いの活発化
⑤町内での危険を把握





道後温泉

愛媛大

高浜地区

4丁目 27～30名
3丁目 5名
2丁目 9名

1丁目 11名

高浜小学校 94名

高浜公民館 41名

7月6日～10日の避難状況

平成２7年度地区防災計画モデル地区（松山市高浜地区）



高浜地区では、地区内３５箇所で土石流やがけ崩れが発生し、人家

11戸が全半壊の被害となったが、避難の際にけがをした1人ともう

1名を除いて全員無事。

7月6日
06：20・土砂災害警戒情報発表（松山市全域）

午後・自主防災組織などが見回り開始（土砂崩れ等確認）

18時頃～・異常に気づき一軒一軒避難の呼びかけ,住民側から市に避難

勧告を出すように要請

21:00・ 避難勧告（高浜3丁目、4丁目） ※以降随発令地区拡大

22時頃から翌朝にかけて地区内35箇所で土石流やがけ崩れが発生
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見回り開始

平成30年7月豪雨 高浜地区は自分たちで地域を守った

＜ポイント＞

• 3年前に土砂災害警戒区域が公表されたことを受けて、

住民たちにより自主防災マップを見直し、土砂災害

用の避難場所を新たに決めるなど、事前に備えてい

た。

• 自主防災組織などにより自主的に見回りが実施され、

危険を確認した後は、行政の指示を待たず、避難行

動がなされた。その結果、地区内35 箇所での土砂崩

れ等が発生したが、全員無事であった。

• 小型無人機「ドローン」を用いた被害調査を行い、

今後の検討に取り組んでいる。



目 次
１ 3.11の教訓とルール
・避難行動
・避難所運営
２ 安渡町内会の防災組織図
３ 今後の予防対策
４ 検討会参加者



目 次
１計画の対象地区の範囲
２基本的な考え方
３地区の特性
４防災活動の内容
・防災活動の体制および班編成
・平常時の活動
・発災直後の活動
・災害時の活動



• 「たまたま」「偶然」ではない

• しっかりとした取組みの積み重ね

•常に記録，反省，改善をくりかえし

地区防災計画で重視する継続性と多様性

あってよかった！

やっててよかった！

おわりに


